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日 本 原 子 力 産 業 会 議

会 長  有  澤  廣  己

日本原子力産業会議第 7回年次大会の開催にあた り、森山科学技術庁長官、エクラン ドIAEA事 務総長、ク

リーグスマン米国原子力委員をはじめ、海外かよび国内から多数の参加者の御出席 を賜 りましたことは、私の大

きな喜びとするところであ り、 こ ゝに厚 〈御礼申上げます。

エネルギー危機の声は、すでにこ 一ゝ両年来、叫ばれておりましたがゝ昨年末石油危機が勃発してみますと、

その日本経済に与えた打撃は真に痛烈であり、日本経済は上下をあげて震憾いたしましたことは、御承知の通り

であ ります。その後、供給の量的肖1滅 は多少緩和されましたけれ ども、しかし、今後は、もはや従来のような供

給の増加は見込めない と考えざるをえません。また、それに引 きつ ゞき、原油価格の何倍 もの暴騰が起 こりまし

た。原油価格の暴勝の国内諸物価へのハネ返 りは、これから現実化するところであ り、妓には措 〈としますが、

た 国ヽ際収支の関係から見て も、 もはや思 う存分に石油を買付けることはできない状勢 となって参 りました。今

後、石油の供給はわが国にとって非常に不安な状態にあるといゎねばなりません。 エネルギー供給の 70%以 上

が石油に依 っているわが国 として、石油の不安は、そのま ゝエネルギT供給の不安につながっているのでありま

す。

ところで、今回の石油危機 によって、石油の供給が特に政治的手段 として利用されること、そして石油の価 711

が政治的価格 として一方的に決定され るとい うことが明白になりました。私はアラブ諸国の石油政策には、アラ

ブ諸国 として正当な理由があると思います。近い将来の うちに、アラプの石油政策を変更させることはできない

と思います

`従
って今 日のアラプの政策、即ち石油の増産 もアラブが自主的に決定する、価格 もアラブが一方的

に決定するとい うことは、国際経済にかける新 しい局面を作 り出 したものと認めざるをえないのであ ります。問

題は、こうい う新しい局面に対 して、エネルギー資源の乏 しい日本が どう対処するかであります。問題がそう設

定されるなら、答えは簡単であ ります。一つはエネ″レギーの節約であ り、二つには代替 エネルギーの開発であ り

ます。省 エネルギーは、基本的には産業構造の転換によるところが大きいのですが、産業構造の転換 lrcは長い時

間がか ゝります。また代替 エネルギー として太陽熱や核融合など遠い将来には確かに有望なものがあ ります。 し

かし、今後 10年、 15年 を限 っていえば、その間年々増大する石油の消費に対抗できる代替 エネルギー として

は日本では原子力であ ります。石炭の リヴァイヴァルとい うものもいるが、■れ とてその液化やガス化の技術は、

まだ十分に開発されてお りません。それに日本の石炭生産は多 くを望めない とすれば、石炭を輸入 しなければな

りません。いろいろ検討 してみて も、新局面に立つわが国にとって、石油に対坑できる代替エネルギーの本命は

原子力 しかあ りません。 これが決定的な解答であると思います。

ところで今までは、石油に対する代替 エネルギー としての原子力は、石油との経済性にかける競争にあ りまし

た。経済競争 としての原子力開発にあたっては、国は もっば らそれを民間の活動 lac委せ、た 将ゞ来のための研究

開発とか、原子
｀
力の規制 とか、民FHDで やるのが不能の分野、 ないし適当でない分野において原子力開発政策を推

進するので十分であり咬した。原子力は、民間の可能 とする速度で開発されてきた し、またそれで満足できたの

でありました。 しンかし、今や原子力開発の意義が根本的に変わったのであ ります。今や原子力開発は、石油の政

治的手段 と政治的価格 とに対抗する代替エネルギーの本命 として開発 されねばならないのであ ります。そういう

差し迫った意味にかいて、国はそのエネルギー政策の中に原子力の急速な開発 を取 りこまなければならないので

あります。原子力開発の促進は、そのこと自体は産業が実行するとしても、その任務その指導は国が積極的に自

ら当らねばならぬと私は思います。国はそつ点で原子力開発の姿勢を一変 して、自ら先頭に立 って推進 1/C努 めね
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